









































































































































．被調査者 被調査者は 県内の 年制私立専
門学校言語聴覚士養成課程に通い， 年次に臨床見
学実習， 年次に臨床実習 ， を履修した学生の
うち，本研究の主旨および質問紙への記入に同意し
た 名（男性 名，女性 名）であった．
．実習期間 短期実習 週間，長期実習 週間，
長期実習 週間であった．短期と長期実習 の間
に 週間，長期実習 ・ の間に 週間，帰学期間
が設けられていた．
．調査期間 調査は短期実習前の平成 年 月か




回は長期実習 開始 日前（長期前），第 回は
長期実習 終了 日後かつ長期実習 開始 日前































































新奇性追求 （ ） （ ）
感情調整 （ ） （ ）
肯定的な
未来志向 （ ） （ ）
表 精神的回復力の高低による状態 特性不安
新奇性追求 感情調整 肯定的な未来志向
高群 低群 高群 低群 高群 低群
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（ ） ， ．
）藤田美津子 初めての臨床実習を前にした看護
学生の不安 学習への動機づけとして ．看護





す．帝京平成短期大学紀要（ ） ， ．
）宮原紀子，内海 滉 質問紙・ からの不
安の研究 看護学生の精神看護学実習前後の不
安による因子得点の比較検討．日本看護研究学































究 （ ） ， ．
）荒木 剛 いじめ被害体験者の青年期後期にお
けるリズィリエンス（ ）に寄与する要因








（ ） ， ．
）目久田純一，武田さゆり・他 大学生の精神的
回復力とコーピング方略・落ち込みの検討．広
島大学心理学研究（ ） ， ．
）
）
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